
 

会 議 録 

会議の名称 令和 7 年度第 1 回輝翔学園コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 令和７年６月６日（金）開会 14:30 閉会 15：45 

開催場所 つくば市立谷田部中学校研修室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

木村 英博、吉波 麻理、飯島 太郎 

小川 保、柳田 愛子 

丸山 美智子、大久保 良文、宮本 学 

谷田部中学校：校長 本藤 知宏、教頭 淺野 義明 

教務主任 森泉 友 

谷田部小学校：校長 塚本 明、教頭 戸塚 雅子 

教頭 石綿 孝一郎、教務主任 菅谷 朋子 

柳橋小学校：校長 塚崎 浩子、教頭 小松﨑 美重 

教務主任 横山 康治 

その他  

事務局 教育局        次長：柳町 優子  

教育局生涯学習推進課 課長：澤頭 由紀子 

教育局生涯学習推進課 社会教育主事 村上 和宏 

教育局生涯学習推進課 社会教育指導員 福田 綾子 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

議題 熟議「地域・保護者・学校で育みたい児童生徒像について」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

１ 開会 
２ 選任通知書の交付及び委嘱状の交付 
３ 挨拶 
４ つくば市コミュニティ・スクールについて 



 

第 ５ 座長・副座長の選出 
６ 協議 

（１）学校運営の基本方針について（学校の教育活動の紹介含む） 
（２）熟議「地域・保護者・学校で育みたい児童生徒像について」 

７ その他 
    ・コミュニティ・スクール推進会議の今後の予定について 
８ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

司会：澤頭課長 

１ 開会 

 
２ 選任通知書及び委嘱状の交付 

・柳町次長より飯島委員への選任通知書交付 

・   同   宮本委員、大野委員（欠席）、吉波委員への委嘱状交付 

 

３ 挨拶 

教育長挨拶 

・教育長挨拶代読（柳町次長） 

委員自己紹介 

 
４ つくば市コミュニティ・スクールについて 

村上社教主事より説明 

6/24 研修会案内 

 
５ 座長・副座長の選出 
・座長 飯島委員、副座長 吉波委員（拍手） 
 
６(1)学校運営の基本方針について（学校の教育活動の紹介含む） 
・グランドデザイン説明 各校校長より 
 【輝翔学園】（本藤校長）時代に合わせて地域、保護者とともに変えていく

（５～１０年で変える）地域・子どもたちにあったグランドデザインに今後
変えていく そのための熟議を どんな子どもたちを育てていくのか考え
ていきたい 

 【谷田部小】（塚本校長）令和６年度 150 周年終了。子どもファースト。信
頼でつながる。 

 【柳橋小】（塚崎校長）令和７年度 改訂 地域の言葉を入れてさらに改訂予
定、一人一人が集中した探究できるもの、問いから始まる授業、安心安全対
策 次年度１５０周年記念 

 【谷田部中】（本藤校長）輝翔学園＝谷田部中グランドデザイン 対話を通し
た取組（主体的対話的深い学び⇒まとめの時期）、GIGA 端末 100＋、教職員
の組織目標、人と人との対話（×会話）、教師がさらに研修をしたい 

 
⇒（拍手）承認 
 

 
(2) 【熟議】「地域・保護者・学校で育みたい児童生徒像について」 



 

①学校ごとに話し合う。（模造紙に分類・まとめる） 

 15 分アイディアを出し合う、話合い後、発表 

②２分程度で意見共有 

・（谷田部小） 谷田部が好き・学校が好き・自分が好き、あいさつ。感謝、他

人との関わり、友達と優しくできる。好きなことが見つけられる。チャレン

ジできる たくましさ 根性がある 自分の意見が言える。将来谷田部に帰

って来てほしい。 

・（柳橋小）未来を意識した子どもたちになってほしい。地域に戻ってくる子

ども（地域愛をもった子ども）地域で子ども同士あいさつができる。他者に

敬意をもつ。食に興味をもつ子ども。自分の良さを伸ばす。他の人との理解

を図ることができる子ども。学校と地域が協力してやっていきたい。 

・（谷田部中）明るく・元気・素直、あいさつ コミュニケーション 自立 地

域を大切にできる。 

 

・CS 予算について説明（各校教頭から） 

講師斡旋 「お金」についての講演 中学生向け（令和６年度 ８年で実施、

継続） 

草刈り  

一年間通して、子どものためになるためのものの提案をお願いしたい。 

近隣住民からの苦情対応⇒性教育等の必要性 

・質疑応答 

⇒なし 

 

７ その他 

開催予定：第２回 谷田部小 11 月 21 日（金）10:00 

     第３回 柳橋小  ２月 20 日（金）10:00  

 

８ 閉会 

本日の会議の様子や写真はつくば市教育委員会ホームページ掲載予定。 

 

 



令和７年度第１回輝翔学園コミュニティ・スクール 推進会議 

 

 日時：令和７年６月６日（金） 

               １４：３０～ 

場所：谷田部中学校 研修室 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 選任通知書交付及び委嘱状の交付 

 

３ 挨  拶 

 

４ 説明事項 

つくば市のコミュニティ・スクールについて 

 

５ 座長・副座長の選出 

 

６ 協  議 

(1) 学校運営の基本方針について（学校の教育活動の紹介含む） 

(2) 熟議  

テーマ「地域・保護者・学校で育みたい児童生徒像について」 

７ そ の 他 

・コミュニティ・スクール推進会議の今後の予定について 

 

８ 閉  会 



番号 委嘱の区分 氏　名 所属・役職

1 （４）学識経験者 島田　常 元校長

2 （2）児童・生徒の保護者 木村　英博 PTA会長

3 （３）地域学校協働活動推進員 吉波　麻理 生徒保護者

4 （1）地域住民 飯島　太郎 元学校評議員

5 （５）各学校長 本藤　知宏 校長

6 （6）教職員 淺野　義明 教頭

7 （6）教職員 森泉　友 教務主任

8 （３）地域学校協働活動推進員 大野　尚子 PTA会長

9 （1）地域住民 小川　保 元学校評議員

10 （2）児童・生徒の保護者 柳田　愛子 PTA本部役員

11 （５）各学校長 塚崎　浩子 校長

12 （6）教職員 小松﨑 美重 教頭

13 （6）教職員 横山　康治 教務主任

14 （1）地域住民 丸山 美智子 元学校評議員

15 （1）地域住民 大久保 良文 元学校評議員

16 （2）児童・生徒の保護者 錦織 かおる PTA会長（新）

17 （３）地域学校協働活動推進員 宮本　学 元学校評議員

18 （５）各学校長 塚本　明 校長

19 （6）教職員 戸塚　雅子 教頭

20 （6）教職員 石綿 孝一郎 教頭

21 （6）教職員 菅谷　朋子 教務主任

22

23

24

25

26

27

28

29

30

令和７年度 輝翔学園コミュニティ・スクール推進会議
（第１回：６月６日 金曜日）受付名簿



つくば市が目指す学園・学校像

務翻 鞭 匪1斉
<小申r重裂小学校 。中学校 >
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コミュニケーションヵ 協働力
(コ ラボレーションカ)

表 現 力
(プレゼ ンテ ー シ ョンカ )

確かな学力を育む教育 豊かな心を育む教育 健やかな体を育む教育

目
す旨
す
児
童
生

篠

学び続ける児童生徒

<つ くばスタイル科>

つくばの未来を担い、世界で活躍す

る児童生徒

豊かな心をもってイ也者と関われる児

童生徒
心身ともに健康な児童生徒

自分の夢の達成に向けて必要

な力を分析し、その習得に向け

て計画的に挑戦し続けることが

できる児童生徒

グローバルなl見点をもって自

らの力で問題を解決し、変化す

る相会の中で、よりよく生きて

いこうと努力する児童生徒

思いやりの心、生命や人権を

尊重する心、自然や美しいもの

に感動する心、下義感や公正さ

を重んじる心等豊かな人間力と

社会力を備えた児童生徒

生涯を通じて運動やスポーツ

が実践できる資質や能力を育む

とともに、健康・安全への自己管

理に努めることができる児童生

徒

課題を見つけ、多方面から考

える児童生徒

課題を解決する中で、自らの

力を高める児童生徒

友達のよさを見つけ、互いに

助け合う児童生徒

最後まで成し遂げ、生き生き

と活動する児童生徒

9
年
生

8
年
生

自ら課題を見つけ課題解決す

る力の育成を図ることができ

る。自分の夢の実現に向け、自ら

日標を立て、課題解決のために

挑戦し続けることができる。

木来に向けて、自分たちでで

きることを考え、発信 し、l也̈すnぅざlヽ土

会の一員として行喜)lできる。

働く意義や職業の社会的役割

を考えることができる。

一人の人間として社会に貢献

し自らの生き方を考えることが

できる。

社会や地球環境を考えながら

自分の生活を問い直し、和会 の

一員としての意識をもつことが

できる。

自己の状況に応じて、体力の

向上を図る能力を育て、心身の

「″押l和 的発達を図ることができ

る。

健康・安全を確保し、生涯にわ

たって運動に親しむ態度を育て

ることができる。

◎問題解決のため、客観的′思考

力を身1こ伺1する。

◎相手の立場を考えてイ〒動す

る。

◎自己責任において、将来の生

き方を選択する。

◎卒|こミσ)卜員として貢F状する意

欲や態度を身に付ける。

7
年
生
;

5
年
生

侭験と理論の往復による概念

や方法の獲得、討論、観察、実験

による思考により、論理的思考

力の育成を図ることができる。

自然と環境ついて、自分たち

の考えを深めることができる。

自ノ
/フヽ のよさや日指す生き方を

考えることができる。

地域のよさを知り、自分でで

きることを考えることができ

る。

仰検を通して自己を振 り返り

ながられ!会にわり口していくこと

ができる。

生き物や人間の暮らしの関わ

りを地球規模で見つめることが

できる。

身近な人々と関わり合い、仕

事や将来への夢を考えることが

できる。

運動の楽 しさや喜びを味わ

い、協力・公工などの態度を育て

ることができる。

鰐康・安全に留意し、自己の最

善を尽くして運動する態度を育

てることができる。

◎課題や疑問をく資刑収集や休

験活動を通して調べる。

◎自分や友達のよさを見つけ生

かして、よりよい生き方を考

える。

◎友達と意見を交換して、さら

に自分の考えを深める。

◎集団の ‐員としての役割を果

たす。

4
年
生
∫
1

年
生

学習規律や基礎的・基本的な

知識や技能を繰り返し学習し、

習熟を区|る ことができる。

体験的な活動や具体物を活用

した思考力や理解力を高め、反

復学習による「読み、苦き、計算」

の能力の育成を図ることができ

る。

人と環境との関わりを考え、

自分なりの考えをもつことがで

きる。

他者との関わりを通して自分

たちの姿をとらえることができ

る。

集国生活を通 して、人と関わ

るための基礎を身にlヽ l'す ること

ができる。

自然と関わりながら、そのす

ばらしさに気イ舟1く ことができ

る。

学級や学校の友進と仲間づく

りができる。

活動を工大して各イ重の運動を

楽しくできるようにするととも

に、来本的な動きや技能を身に

付けることができる。

身近な生11口 において健康で安

全な生活を営む資質や能力を育

むことができる。

◎興味・関心をもつて、学習に取

り組む。

◎友達と協力 して考えたことを

まとめ行動する。

◎自分のよさと友達のよさを見

つけ助け合 う。

◎白ケ】こ与えられた仕事に責任

をもって果たす。

教育目標
互いに協働することを通して、主体的な学びを実現する児童生徒の育成

‐ぶ     B

輝翔学園では、一人一人が幸せな人生を送れるようにすることを目指 して、

これか らの社会 を生 き抜いてい くために蜂要な資質・能力 を有ててい く。
1 仲間 と協力 し合 うこと

2 他若に対す る感謝の念 を忘れないこと

3 素直な気持ちで耳 を傾 けること '
4 自ら考 えプラス思考で歩力すること

「非記欠口能力 を再諷識 し、会人教育へ」

「集団づくり」を通して育てたい力
【コミュニケーションカ】多様な人々 とよき関係をつくり、まわりの人と幕こ′睡白旬に関わろうとする意欲や行動カ
【協働内 ●ラボ噂ョンカ)】 互いの不足柳 合ヽい、よさを生かし合って課題を解決していく力
【表現力 ばレど力→ョンカ)】 主観を交えず、誰もが納得できるように、筋道を立てて多面的に考えを進める力

谷田部′J難 腑 ′l難 谷田部中学校

<事務局 (谷田部中濶 交内)>
〒805‐0861 茨城県つくば市谷田部 6100番地  TEL 029‐886‐0008 酔Ⅸ 029‐ 836-3726

E■■aユ :y巧01鉄b.edjp 【TRL:http.II螂、tStu(.lba.edjOtttshO■1/
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学園組細図
輝翔学園経営委 (校長)

豊力声ヽょlЫ鉛会

ど

一

学園6,刊 1多会

平
4

授業公開 (つくばスタイル科)

輝翔学園 リーダー研 1多 会

地域防災会議

含同新規採用者研修会

放課後谷田部塾

小中合同あいさつ運動

,

■
ロ
ー
●

学 園 推 進 委 員 会
<保幼小連携 >

幼児教育におけるアプローチカリキュラムと小学校入学時のスター トカリキュラムにより、子どもたちの「学び」をつなぎ、子どもたち

の力が十分に発揮されるようにしていく。

<ア プローチカリキュラム (幼 虎期)>             <ス タートカリキュラム (児童期)>

鍵 癬

※令和 7年度県学校教育指導方針 「幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向けてJ

健康声ぶlいとl本/自勤W協同1脇/道徳畦・規範意識の芽生為/社会生
活との関わり/思者力の芽生え/自然との関わり・生命尊重/数量
や躍形、標識や文字などへのF銅心・感苅/言葉による伝え合しy豊

か翻 畦と表環

安心 D成長・自立

勤
部会

学E県:運営部会

(孝歩[蓼貫)

矯 羅 音陰 (獨堀 狂 )

学園推進割会
(各校教頭К教務主イ壬)

養 教 部 会

健やかな体きB会確かな学力音S会

1.確かな学 力を育む教育部会

「拗 ら`学びへ」
佃)「孝女刻 から 呼 制 の授業実践

(2)学習指導商法の統一の徹底

13)学力診断テスト等の分析と弱点の補充学習

(41Jヽ中含同研修会による「学習の手引き」の見直し

(51i琴手数員脚 姦

(61つくばスタイル科における21芭紀型能力の育成
「教科憤断的学びの展開ノ/他者・地域への学びの発信」

・学園研修会

・小嘩サ艶 開

・妙  ∈維 )

。学力診断テストノ分本斤

・市プレゼンテーション・コンテスト

2.豊かな心 を育む教育部
砲瘤醇 睫勺「鋤 E`

(1)小中合同あいさつ運動

(2)輝翔学園Eヽ中含同リーダー石用1翔
(3)小中合同地頭ボランティア清掃の実施

141生命を大切にする指導の充実

(51生徒指導の共通化・学園の7つの約束の設定

(61生活の能力を9年間の中に計画白創こ配置

,生徒悟導1群幽 、チーム支援
・児童会・篭 効
。「豊かかし荀 搾尋知 共同開催
・匈 むE瀬」ヽ輸 団 雅 裟
・ 印 鰈 刻 ・ 形

・糊 」司認 崎 瞬 睡
・児童生徒が考える生活プレープレイ乍り

t'Pl'洋

3.健やかな体を育む教育部会

(1)小中合同安全教育・遇蟄日|1練等の実施

(2)地域と連携し斡 の実施

(31嘲膊封筑庁≠蜀C度彗劣

141旭 lヽJ ・ヽ小中で連携した倉育の機会の提供

・′JV神雀漸]4)或ワ抵走勃障東
・AED石テH鬱残霊き
。輝翔学園地域[方災会議

・栄養叡諭による倉育指導

Э 栄養教諭による食育指導



今和7年度輝翔学園つくば市立谷田部中学校グランドデザイン

◆ 本 学 園 の 目 標 ◆

互いに協働することを通 して、

主体的な学びを実例する

児童生徒の育成

◆ 本 校 教 育の 目標 ◆
今をひたむきに たくましく生きる生徒の育成 ～ 感 動・ 夢・ 挑 輯 ～

◆ 本 県教 育 の 目標
ひとりひとりの能力を開発し
豊かな人間性をつちかう
しょうぷな身体をつくり
たくまししヽ心を養う
郷上を愛.し | ■ |―

◆ 市学校教育の 目標 ◆

珈 注誕を調蔭繋撻詔・寺卦交
。自己実現できる生徒
。みんなが支え合い、
みんなが生き生きとした学校

O自他の幸せを目指してl動 く学校 (職場)づくり
〇一人ひとりがイ固性や能力を発揮し、認め合しヽ、高め

合い、補しヽ合しヽ、気持ちよく適動できる学校 (職場)

づくり

◇組 織 目標 ◇
e対話を通 して、分かる 。できる 。やった (取 り組ん
だ)喜びを味わう生徒の育成

・ GIGATANl OO十 (協 l重力的な学び、対話的で深い学びの実践)

。働き方改革∪nder40「<乃/m、 寂Ю h/y」

☆亘しヽの幸せを考え、進んで行動できる生徒
。主体的に学び、自ら判断し行動できる生徒
・互しヽに認め合しヽ、よりよしヽ人間関係を築く生徒
・イ]事にも前向きに粘り強く取り組む生徒
・仲間と協力し課題解決や新たな倉」造に取り組む生徒
・自分とl也者の命を大切にし、思しヽやりのある生徒

囲の人や地域に感謝の気持ちをもつ生徒

◇ 目指す教師像◇
☆一人一人の幸せのためにl動 ける教師
。あたたかく人間性豊ア)｀ な教師

・健康で活力に満ちた教師
・ よりよい指苺を求め、成長できる教師
・ チームを意識し、貢献できる教師

見通しをもち、役割を全うできる教師

◇研 究 の テ ーマ とね らい◇

「 主体的に学び、多様性を認め、協働して課題を解決する生徒の育成 」
・ 授業や生活、学校行事等さまざまな場面において、互しヽの違しヽを理解しながら主体的、協l動 的に課題解決に取り組

む生徒を育成する。学校の全ての教育活動を通して、下に示した資質・能力を育成する。

確かな学力
。これからの時代を切り拓く生徒
に身に付けさせたしヽ資質・能力
O生きて働く知識・技能
O思者勾・ 判断力・表現力等
O学びに向かう力、人間性

★詳細は学疱向上プラン

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ

・ 多様な価値を認め、人と心を通
わせ、よい関係をつくろうとす
る意欲や行動カ

豊かな心
。自他を幸福にする感謝と思いやりの心
。自分の論と他者の命を大切にする心
。目標を目指して粘り3会 く取り組む態度

・主体的に判断し責任をもって行動する
態度 ☆心の教育全体計画

協働 (コ ラボ)力
。亘しヽのよさを生かし、協力して課題を
解決していくカ

。互いの者えや立場を尊重した課題解
決に向けた対話カ

健やかな体
・ 生涯にわたって、自分の健康

を管理し改善していくカ
・ 安全安心を意識し、危険圃避が

できる海
。食に関心をもち自己管理して
いく力 ★保健・安全全体計画

表 現 (プ レゼ ン )力
・ 自分の思いや者えをもち、誰

もが納得できるように筋道を
立てて表王見できるカ

0「教えから学びへ」(指導方針)を受けた授業改善

O SSLによる不登校生徒へのきめ細かな対応
0自 己肯定感、自己有用感を育む学年、学級経営
● 教育活動全体で推進するいじめ防止意識の醸成
●管理から自己決定への指導意識の転換

● ICT教育 (タブレット)の 充実と情報活用能力の育成

●全教育場面で醸成する思いやりと生命尊重の精神
●通常学級での指導も含めた特別支援教育の充実
0専門家を活用した保健・安全、健康教育

<当 面する課題 >
・学習に対して受け身的である。 自己肯定感が低い。・話合い活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりすることが苦手である。
働き方改革の推進 (業務の整理、意識改革) ・コミュニティ・スクールの設置、推進  ・部活動地域展開の推進



令和7年度 ―輝翔学四つくば市立谷田部小学校ダランドデザイン

目指す学校像
安全で安心な学校

学ぴを深める学校

規律と秩序のある学″メ
‐

本県の教育 目標

ひとりひとりの能力を開発 し豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくりたくましい心を養う

郷上を愛 し協力 し合う心を育てる

「すべては子供たら,う におこと

誰もが楽 し,ゝ谷騒〕部 lJ lを 輸ざこ4て

本校の教鳶鬱繰

鶴性膏生かし や荘しく たくまし′く 触学 iこ勲噂蠅棄●薄成

学校の経営方針

子供を主語とした学校教育の推進

明朗 自治  責任  協 同奉 仕

(自 己肯定悪と自己有用感の育成  学力の向上  集回づくり,

う4ず f)イH数←H,十

主体出に寧び、自分の忠いや豊えを言語る難
=適

こ́′t豪浜てさる増重分竜嵐

重いいよさ昏認ぬ会いゝ密館書太韓 |こ で琴る覚_璽 いお露威

「管理」からr自 己決定Jへ

基本的な生活習慣と規範意識の確立

谷小のよい子 輝翔学園 7つのやくそくの活用

Y'sス タイルの 1奨励 (も 、 6年生 )

。 |あ いさつ 時間を守る そうしJの実践

健 F護 な体 体方向上

・運動量を確保 した体育授業の実践

体カテス トの結果を生か した体力作 りの実践

・外遊びの奨励  ロング昼休みの活用

保健 安全教育の推進

姿護教諭や栄養教諭、民間企業との連携による授業の充実

‐食に関する指導や給食指導を通 して自己管理能力を育成

・発達段階に応 した性に関する指導

学校保健委員会を中心 とした保護者 との連携

安全への意識を高める指導ヽ地域や自治体 民間企業 との連携 ～

,各種教室の実施

交通安全教室 避難訓練 (防災 火災 防犯

'情報モラル請演会 薬物乱用防止数室

つくぱ市6教含目静

「みんなが幸せを実感できる学国・学校。幼稚国」
自己実現できる学校 。みんなで支兄あい、みんなが生き生きした学校

輝翔学圏研究テーマ
互いに協働することを通して、主体的な学びを実現する児童生徒の育威

J

目指す児童像

やさしくたくましい子

勉学に励む子

学校が楽しい児童90%以上
自分のよしヽところが分かる児童85%以上
反達のよしヽところを認める児童85%以上

働き方改革の推進

時間外勤務時間について

月45時 間以内を目指す

勉学に励む子の育成
探究する学び

試行錯誤しながら探究し、確かな学力を培う

「教 え」か ら「学 び 」へ ・・探 究 的 な学 び の 推 進

主体的 `対話的で深い学びを促す授業の展開

。ワクワクする課題提示

問いからはじまる学びの推進

・付けたい力を明確にした言語活動の位置付け

,根拠や理由を示 した言語活動の実践

・身に付けた力を自覚できる振 り返 りの時間の確保

一人一台端末と電子黒板の運動を取 り入れた ICTの利活用

カ リキュラムマネジメン トの推進

学力保障

・少人数指導  T,Tに よる指導 ユニバーサル化の推進

,基礎、基本の定着

授業改善

・授業改善プランを意識 し、 RPDCAサ イクル笙送 る強証

家庭学習の習慣化

家庭 と連携 した家庭学習の推進 「家庭学習のすすめ」

「家庭学習がんばリカー ドJ「家庭学習強化週間J

小中一資教育の充実発展

・教科担任制、専科教員による専門的な指導

・つ くばスタイル科の推進 印n/About/For】

授業がわかると感じる児童85%以上
対話的な学びで考えを深めている児童80%以上
分からなしヽことを聴ける児童90%以上

目指す教師像
児童の可能性の芽を引き出す教師

使命感と責任感を自覚し、活力に満ちた教師

信 地

域
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i〕ミュニケーシ∃レん  ヨラボレーショニ′た  ,をノセと'I~― ,フ ョ,お

あいさつができる児童80%以上
体カテストAttB 50%以上
校内事故の前年度比較減′)

やさしい子の育成
「心」づくり「居場所づくり」

己肯定と 自己有用感 渇もり0ある関係

地域や保護者の理解と鶴力.連携、協働  学園での目叉り組み  アセスメントtこ 基づくR'E)CAサィクル  スキルアンプ・委藁寺上●た0



□

□

学機経営の重点

☆茨城県の教育目標☆
一人一人の能力を開発し

豊かな人間性を養う
いじょうぶな身体をつくり

たくましい心を養う
。郷土を愛し 協力しあう

心を育てる
☆本校教育の目標☆

広い視野と豊かな感性をもち

たくましく生きる児童の育成

や 日日優 しい心をもち、優 しさを広げる

ぎ 山L疑問をもち、解決方法を考える

は・・話 周 りの人の話をよく聞き、

自分の考えを話す

しいH自 分を大切にする

自信をもつて自分のよさを仲ばす

口元気で、自分と周りの入の幸せを追求して

いる (し )

・子どもに寄り添い、子どものよさと探究心

を伸ばそうとする (や)(ぎ)(は)(し )

・温かい心をもち、居心地のよい職場と学校

をつくろうとする (や)(は )

・組織のために仲間と協働し、お互いのよさ

を認め、伸ばそうとする (ぎ)(は)(し )

・自分のよさと専門性を追究し、挑戦してい

る (ぎ)(し )

◆組織 目標◆

1 問いを立て、協働と自己決定をしながら、自己理解 “探究を深め

る児童の育成
2 さまざまな人とつながり、よさを認め合い、所属感や満足感を

味わうことができる集回の育成

めぎす児童の審 佛どす欲師の審

自他のよさを認め合 うことができる学級 ロブロック・異学年集団づ
L温かい人間関係づくりBよ さを認め合う気持ち、自己有用感の議成
・友達の考えを聞き、発言をつなぐ児童同士のフアシリテー トめの育成
口葬隷 諄能力の育成
モジュールを活用した自′かを見つめる時間 。なりたい自分を争議く時間

B維割 り班や委員会、学級で行 う児童主体企画活動、 リーダー経験

・協働場面で深 い理解につながる ICT活 用の研究
E児童発信の地域人材 B専門家の助言、様々な体験活動、出前授業
Bい つも読みかけの本 を持つ読書指導 と家庭学習の個別化

☆小中一貫 とYHK(P)の推進  ″
☆地域 B社会とのつながり

句ねらいを定めた児童の小中、 日 ・地域 PTAとの信機関篠の維持構築

小小交流 け職員の研修交流   じコミュニティスクール推進委員会の

B輝翔学園 リーダー研修会     立ち上げ、活動の充実
n幼児教育との接続の強化 (教   日柳橋ポランテイアの拡充

師 日児童の交流)       ・ 各種通信 =:lP等による情報発信

☆つくば市の教育目標☆

みんなが幸せを実感できる

学園・学校
・教えから学びへ

中管理から自己決定ヘ

・認知能力偏重か ら

非認知能力の再認識ヘ

く り

(自 己調整時Fttl e自 己決定時間)の設定

、自己決定の実践

◆研究テーマ◆

主体的に学び、rなどJを解決し.

対Eを通して揮究する児童の育成

☆教員の資質向上と働き方改革の推進

1 日OJTに よる組織的体制
| 。職員のよさを広め、焦点を絞つた必
:  要感のある検内研修の工夫

・学校組織マネジメントによる教材研
:  究時間の確保

和 7年度 輝翔学園つくば市立柳橋小学校グランドデザイ

★輝翔学国の教育目標☆

互いに協働することを通して、主体的な学びを実現す

る児童生徒の育成
コミュニケーションカ 。協働 (コ ラボレーション)力・

表現 (プ レゼンテーション)力の育成

1

2 児童の「聞いJか らスター トする探究学習 日体験学習 H協働幸習の推進
B児童か ら生まれる間いの解決となる授業づ くり務協働で作る指導案での一人一研究授業
B異学年の対話を重視 した共同学習の実施 (つ くばスタイル科 に生活科の「柳橋 プラン」「よさ伸ば し時間」)

と知識 H枝能定着 と問いの追究、 自己調整、自己形成のためのモジュール時間の活用
・教師のフアシ リチー トカの向上 (フ ァシリテー トする授業をつ くる深い教材研究 )

3 安全安心な学校づくり

4

O安全な生活基盤の構築 (い じめ B不 登校防止のための取組の推進 )

日定期的なアンケー トと教育相談、職員の情報共有による早繁電の組織的な対薦、SOSの だせる環境
B児童主体の「いじめゼロ集会」と継続的な学級 E集団での指導
O健康 H安全に関する自己管理能力・危機回避能力の育成
毎目の下絞集会での安全啓発 口計画的な避難訓練、防災教育 n養護教諭・栄養教諭による計画的な保健指導 B

食の指導、外遊びの奨励・体育授業の工夫による体力の向上

一人一人の教育的ニーズに応 じた特別支援教育の充実
'研修の実施による共通理解 (ユ ニバーサル・デザインの授業と合理的配慮の充実)

Hチ ームによる計函的 。組織的・ 糸選続的支援
(県 や市の関係諸機関、SC、 SSW B保健室 ESルーム とわ くわ くゆつた リルーム等との連携 )

才                     ＼



● 「教えから学びへ」（指導方針）を受けた授業改善          ● ＩＣＴ教育（タブレット）の充実と情報活用能力の育成

● ＳＳＬによる不登校生徒へのきめ細かな対応     ● 全教育場面で醸成する思いやりと生命尊重の精神
●自己肯定感、自己有用感を育む学年、学級経営      ● 通常学級での指導も含めた特別支援教育の充実
● 教育活動全体で推進するいじめ防止意識の醸成 ● 専門家を活用した保健・安全、健康教育
●管理から自己決定への指導意識の転換

令和７年度 輝翔学園つくば市立谷田部中学校グランドデザイン

◆ 本 県 教 育 の 目 標 ◆
 ひとりひとりの能力を開発し

 豊かな人間性をつちかう
 じょうぶな身体をつくり

 たくましい心を養う
 郷土を愛し
 協力しあう心を育てる

◆ 本 学 園 の 目 標 ◆

  互いに協働することを通して､

  主体的な学びを実現する

  児童生徒の育成

◆ 市学校教育の目標 ◆

みんなが幸せを実感できる学園・学校
・自己実現できる生徒
・みんなが支え合い、
みんなが生き生きとした学校
「教えから学びへ」

◆ 本 校 教 育 の 目 標 ◆

今をひたむきに たくましく生きる生徒の育成 ～ 感 動・夢・挑 戦 ～

◇ 経 営 哲 学 ◇

〇自他の幸せを目指して働く学校（職場）づくり
〇一人ひとりが個性や能力を発揮し、認め合い、高め
合い、補い合い、気持ちよく活動できる学校 (職場)

づくり

◇ 組 織 目 標 ◇
・対話を通して、分かる・できる・やった（取り組ん
だ）喜びを味わう生徒の育成

・GIGATAN100＋ (協働的な学び、対話的で深い学びの実践)

・働き方改革Under40「40h/ｍ、300ｈ/ｙ」

◇ 目 指 す 生 徒 像 ◇
★互いの幸せを考え、進んで行動できる生徒
・主体的に学び、自ら判断し行動できる生徒
・互いに認め合い、よりよい人間関係を築く生徒
・何事にも前向きに粘り強く取り組む生徒
・仲間と協力し課題解決や新たな創造に取り組む生徒
・自分と他者の命を大切にし、思いやりのある生徒
・周囲の人や地域に感謝の気持ちをもつ生徒

◇ 目 指 す 教 師 像 ◇
★一人一人の幸せのために働ける教師 

     ・あたたかく人間性豊かな教師
     ・健康で活力に満ちた教師
 ・よりよい指導を求め、成長できる教師
 ・チームを意識し、貢献できる教師

 ・見通しをもち、役割を全うできる教師

◇ 研 究 の テ ー マ と ね ら い ◇

「  主体的に学び、多様性を認め、協働して課題を解決する生徒の育成  」
・授業や生活、学校行事等さまざまな場面において、互いの違いを理解しながら主体的、協働的に課題解決に取り組
む生徒を育成する。学校の全ての教育活動を通して、下に示した資質・能力を育成する。

確かな学力
・これからの時代を切り拓く生徒
に身に付けさせたい資質・能力
〇 生きて働く知識・技能
〇 思考力・判断力・表現力等
〇 学びに向かう力、人間性

★詳細は学校改善プラン

豊かな心
・自他を幸福にする感謝と思いやりの心
・自分の命と他者の命を大切にする心
・目標を目指して粘り強く取り組む態度
・主体的に判断し責任をもって行動する
態度 ★心の教育全体計画

健やかな体
・生涯にわたって、自分の健康
を管理し改善していく力

・安全安心を意識し､危険回避が
できる力

・食に関心をもち自己管理して
いく力  ★保健・安全全体計画

コミュニケーション力
・多様な価値を認め、人と心を通
わせ、よい関係をつくろうとす
る意欲や行動力

協働（コラボ）力
・互いのよさを生かし、協力して課題を
解決していく力

・互いの考えや立場を尊重した課題解
決に向けた対話力

表現（プレゼン）力
・自分の思いや考えをもち、誰
もが納得できるように筋道を
立てて表現できる力

＜当面する課題＞
・学習に対して受け身的である。 自己肯定感が低い。  ・話合い活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりすることが苦手である。

  ・働き方改革の推進（業務の整理、意識改革） ・コミュニティ・スクールの設置、推進 ・部活動地域展開の推進



　　

　 　

　

令和７年度 輝翔学園つくば市立谷田部小学校グランドデザイン

本県の教育目標

ひとりひとりの能力を開発し豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくりたくましい心を養う

郷土を愛し協力し合う心を育てる

つくば市の教育目標
「みんなが幸せを実感できる学園・学校・幼稚園」
自己実現できる学校・みんなで支えあい、みんなが生き生きした学校

目指す学校像
安全で安心な学校

学びを深める学校

規律と秩序のある学校

目指す児童像

やさしくたくましい子

勉学に励む子

学校の経営方針

子供を主語とした学校教育の推進

明朗自治 責任 協同奉仕

(自己肯定感と自己有用感の育成 学力の向上 集団づくり)

「管理」から「自己決定」へ

「認知能力偏重」から「非認知能力の再認識」へ
温もりのある学級づくり

・いじめを許さない学年学級風土の醸成

・学級活動を基盤とした自己肯定感・自己有用感の育成

・合意形成、意思決定を大切にした学級会活動

・道徳教育の充実「考え・議論する道徳」への質的転換

・委員会、係活動での創意工夫（一人一役で自己有用感を高める）

・教育相談の充実

・協働のよさを味わい、認められる機会がある充実した授業づくり

豊かな体験活動～地域、学園の一員として～

・児童主体の集会活動

（創立１５１年目「新たな出発」をテーマとした様々な集会活動）

・コミュニケーションスキルの獲得

・学園としての取り組み（あいさつ運動 地域清掃ボランティア）

・縦割り活動（通学班 ふれあいたいむ）

いじめ防止運動の実践（代表委員）

・各種啓発活動

・いじめ防止集会

誰もが安心できる居場所つくり

・校内フリースクール

「管理」から「自己決定」へ

基本的な生活習慣と規範意識の確立

・谷小のよい子 輝翔学園７つのやくそくの活用

Ｙ’ｓスタイルの奨励（５、６年生）

・「あいさつ・時間を守る・そうじ」の実践

健康な体 体力向上

・運動量を確保した体育授業の実践

・体力テストの結果を生かした体力作りの実践

・外遊びの奨励 ロング昼休みの活用

保健・安全教育の推進

・養護教諭や栄養教諭、民間企業との連携による授業の充実

・食に関する指導や給食指導を通して自己管理能力を育成

・発達段階に応じた性に関する指導

・学校保健委員会を中心とした保護者との連携

安全への意識を高める指導～地域や自治体，民間企業との連携～

・各種教室の実施

交通安全教室 避難訓練（防災・火災・防犯）

情報モラル講演会 薬物乱用防止教室

「教え」から「学び」へ … 探究的な学びの推進

主体的・対話的で深い学びを促す授業の展開

・ワクワクする課題提示

・問いからはじまる学びの推進

・付けたい力を明確にした言語活動の位置付け

・根拠や理由を示した言語活動の実践

・身に付けた力を自覚できる振り返りの時間の確保

・一人一台端末と電子黒板の連動を取り入れたＩＣＴの利活用

・カリキュラムマネジメントの推進

学力保障

・少人数指導 Ｔ・Ｔによる指導 ユニバーサル化の推進

・基礎、基本の定着

授業改善

・授業改善プランを意識し、ＲＰＤＣＡサイクルによる検証

家庭学習の習慣化

・家庭と連携した家庭学習の推進「家庭学習のすすめ」

「家庭学習がんばりカード」「家庭学習強化週間」

小中一貫教育の充実発展

・教科担任制、専科教員による専門的な指導

・つくばスタイル科の推進【In/About/For】

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

〇
教
育
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・
各
種
だ
よ
り
）

〇
教
育
活
動
の
外
部
評
価
の
実
施
と
積
極
的
な
公
表

地
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の
教
育
資
源
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人
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活
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ィ
ー
チ
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援
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安
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指
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協
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授業がわかると感じる児童８５％以上

対話的な学びで考えを深めている児童８０％以上

分からないことを聴ける児童９０％以上

あいさつができる児童８０％以上

体力テストＡ＋Ｂ ５０％以上

校内事故の前年度比較減少

学校が楽しい児童９０％以上

自分のよいところが分かる児童８５%以上

友達のよいところを認める児童８５％以上

目指す教師像
児童の可能性の芽を引き出す教師

使命感と責任感を自覚し、活力に満ちた教師

働き方改革の推進

時間外勤務時間について

月45時間以内を目指す

本校の教育目標

個性を生かし やさしく たくましく 勉学に励む児童の育成

「すべては子供たちのために」

誰もが楽しい谷田部小をめざして

輝翔学園研究テーマ
互いに協働することを通して、主体的な学びを実現する児童生徒の育成

コミュニケーション力 コラボレーション力 プレゼンテーション力

地域や保護者の理解と協力、連携、協働 学園での取り組み アセスメントに基づくＲＰＤＣＡサイクル スキルアップ・資質向上のため

基本的な生活習慣
強い心と体 規範意識 健康な体づくり 危機管理意識

たくましい子の育成やさしい子の育成
「心」づくり「居場所づくり」

自己肯定感 自己有用感 温もりのある関係 協働

勉学に励む子の育成
探究する学び

試行錯誤しながら探究し、確かな学力を培う授業



令和７年度 輝翔学園つくば市立柳橋小学校グランドデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

         
     

 

 

１ 自他のよさを認め合うことができる学級・ブロック・異学年集団づくり 
 ・温かい人間関係づくり・よさを認め合う気持ち、自己有用感の醸成 
  ・友達の考えを聞き、発言をつなぐ児童同士のファシリテート力の育成 
 ・非認知能力の育成  

モジュールを活用した自分を見つめる時間・なりたい自分を描く時間（自己調整時間・自己決定時間）の設定 
 ・縦割り班や委員会、学級で行う児童主体企画活動、リーダー経験、自己決定の実践 
 

２ 児童の「問い」からスタートする探究学習・体験学習・協働学習の推進 
・児童から生まれる問いの解決となる授業づくり、協働で作る指導案での一人一研究授業 

 ・異学年の対話を重視した共同学習の実施(つくばスタイル科・生活科の「柳橋プラン」「よさ伸ばし時間」)  
  ・知識・技能定着と問いの追究、自己調整、自己形成のためのモジュール時間の活用 
・教師のファシリテート力の向上（ファシリテートする授業をつくる深い教材研究） 
・協働場面で深い理解につながる ICT 活用の研究 
・児童発信の地域人材・専門家の助言、様々な体験活動、出前授業 
・いつも読みかけの本を持つ読書指導と家庭学習の個別化 

 

３ 安全安心な学校づくり 
 〇安全な生活基盤の構築（いじめ・不登校防止のための取組の推進） 
 ・定期的なアンケートと教育相談、職員の情報共有による早期の組織的な対応、SOS のだせる環境 
 ・児童主体の「いじめゼロ集会」と継続的な学級・集団での指導  
 〇健康・安全に関する自己管理能力・危機回避能力の育成 
  毎日の下校集会での安全啓発・計画的な避難訓練、防災教育・養護教諭・栄養教諭による計画的な保健指導・ 

食の指導、外遊びの奨励・体育授業の工夫による体力の向上    
 

４ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 
・研修の実施による共通理解（ユニバーサル・デザインの授業と合理的配慮の充実） 
・チームによる計画的・組織的・継続的支援 

（県や市の関係諸機関、SC、SSW・保健室・S ルーム・わくわくゆったりルーム等との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

♦組織目標♦ 
１ 問いを立て、協働と自己決定をしながら、自己理解・探究を深め

る児童の育成 

２ さまざまな人とつながり、よさを認め合い、所属感や満足感を

味わうことができる集団の育成 

☆輝翔学園の教育目標☆ 

互いに協働することを通して、主体的な学びを実現す

る児童生徒の育成 

コミュニケーション力・協働(コラボレーション)力・

表現(プレゼンテーション)力の育成 

 

 

や・・優しい心をもち、優しさを広げる 

ぎ・・疑問をもち、解決方法を考える 

は・・話 周りの人の話をよく聞き、 

自分の考えを話す 

し・・自分を大切にする  

自信をもって自分のよさを伸ばす 

        

 

めざす児童の姿 

☆地域・社会とのつながり 

・地域 PTA との信頼関係の維持構築 

・コミュニティスクール推進委員会の

立ち上げ、活動の充実 

・柳橋ボランティアの拡充 

・各種通信・HP等による情報発信

地域・社会とのつながり 

☆小中一貫・YMK（P）の推進 

・ねらいを定めた児童の小中、

小小交流・職員の研修交流 

・輝翔学園リーダー研修会 

・幼児教育との接続の強化（教

師・児童の交流） 

小中一貫教育の推進 

☆教員の資質向上と働き方改革の推進 

・OJTによる組織的体制 

・職員のよさを広め、焦点を絞った必

要感のある校内研修の工夫 

・学校組織マネジメントによる教材研

究時間の確保 
 

合言葉は、やぎはし 

・元気で、自分と周りの人の幸せを追求して

いる（し） 

・子どもに寄り添い、子どものよさと探究心

を伸ばそうとする（や）（ぎ）（は）（し） 

・温かい心をもち、居心地のよい職場と学校

をつくろうとする（や）（は） 

・組織のために仲間と協働し、お互いのよさ

を認め、伸ばそうとする（ぎ）（は）（し） 

・自分のよさと専門性を追究し、挑戦してい

る（ぎ）（し） 

☆本校教育の目標☆   

広い視野と豊かな感性をもち 

たくましく生きる児童の育成 

☆つくば市の教育目標☆ 

みんなが幸せを実感できる

学園・学校 

・教えから学びへ 

・管理から自己決定へ 

・認知能力偏重から 

非認知能力の再認識へ 

 

 

☆茨城県の教育目標☆ 

 一人一人の能力を開発し 

豊かな人間性を養う 

・じょうぶな身体をつくり 

たくましい心を養う 

・郷土を愛し 協力しあう 

心を育てる

めざす教師の姿 

学校経営の重点 

主体的に学び、「なぜ」を解決し、
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